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目 本 物 理 他 學 研 究 會 刊 行
京都帝國大學理學部物理化學研究室内




















































































































上 田 宗 璽
千 谷 利 三
堀 内 春 郎
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昌本蟹1七墨 賢 助 留 員(昭 和十三年二月現在,nnc順)
個人賛助盆艮
江嗣孫右衛門殿
木 俣 奉 清殿
鈴 木 市 之 助殿
山 本 信 夫殿
團髄豊助魯貫
濱 ロ 濡 三 俸殿
金 季 豫殿














蒲 田 政 次 郎殿
中 村 ユ キ殿














麭 田 利 吉 耶殿
清 水 侍.郎殿

































御 申越 吹 第 進 呈
㊥ 礬讙 島津製作所科學器械部





















































































Xl賛 助 含1員 各{位t
一 跳
'
911時 下 愈 々 御 清 稼 大 賀 の 至1)に 奉 存 僕 触・
ロ ヨ
者 臓 占1本,物理ゴ化 學 界 全 般 の 絶更丿・な 庵 御 支 持 の.ド1こ設 立
候 日 本 物 理 化 箪 研 究 會 の 儀 に 關 し 甚 だ 勝 手 が ま し竃き 御 贄
方 御 願 巾!喉 處 下 記 の 如.く各努 面 よ'b"vigの御 後 援 を 賜
感 銘 の 棚 に 有 之 候L'e
は 冶 御 禮 迄 如 斯 御 座.候 敬 具
・ 昭 和 ・卜三 年 二 月 1
、 丶
rl本物 理 化 學 研 究 會
事 業 資 金 寄.附者 芳 名.
q,000闘以上・申込頗)















































藤 凸井 榮r耶 殿
堀 場 信 吉 殿
上 畠 五 一.郎 殿
日 本 製 錬 株 式累會 祚 殿
日本 香 料 藥uii式 會瓧 殿
第 一。工 業 製 藥 株 式 會靴 殿















大 日 本 塗 料 株 式 會 飛 殿 縦
堺 化 學 工 業 株 式 侖 就 殿 輩,
イ 　
自 石 工 業 株 式 會 祉 殿
龜 旧 利 マ「 郎 殿9
木.俣 泰 溝 殿
`舐
蒲;ll政 治 郎 殿 一
嵳京瑤紺 撃 會離 い 串
瀧 野 孫 二 殿 躍.
金 季 ・洙 殿 謹
わ か も と 本 舗 鞍で　ト
體燕釜護轟器F
欝畆 講 聽嬲`
瀕 「1翫 三 郎 殿 し
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「物 理化 學の進 歩」購讃 會 員規 定假 案
日.参物理化鄲 院 曾 ノ機附謬 タル本誌 ノ直接購讀者ヲ購讀會員.トス
本誌ハ隔月(偶蝕月末日)殘行 トシ下記内容ヲ看ス
(一)原報又ハ論詮(二)紹 介又ハ講養(三)抄 録
會費ハ年參圓 トシ荊納スルモ ノトス・途・ti申込者ハ11ヨ込 ノ月ヨ1,之
ヲ納入スルモ ノ1・?」
●
絡身購讀會費ハ金五拾圏 トシ既納 ノ會費 ヲ包含セズ
ノ
既納 ノ會費ハ如何ナル理由アルモ之ヲ返岬セズ
.勉二別册 トシテ物理化學文獻集(新着外國糶誌 ヨリ拔萃 ス)ヲ毎塑
發行 シ會費〔年一圓)昌テ會員昌 ノミ頒宿ス
コ櫓 ハ文 ・幗 物珊 ヒ學潮 ト紹介 ノト欄 ヲ以テ別二年蔦陀】歐文號ヲ繕纂シ本誌




iu"薩康.た 錦 川 知 範w*鯤 占
1レド窒索'騨コニ場r一 樹 林 岡 崎m義
左 杉 鐵 郎 佐 藤 金 吹 郎 湿 質
橋 本 治 水 川 村 實 醐 簾 ≠
渡 蓬 泰 三(以.1三昭和・卜F三年度分)且1,i淵 治
佐 藤fi郎 萩 野 囗三 章 馬 場 「1川男
高.iR漿二 郎 南.江 儀 柴lll飾 一
田 村 明 雄(以.L昭和 卜二{ド慶分)
女猷銭購讃科金
ti杉 繊 郎 佐 藤 金 女 郊,;永 弘
(以上昭榔.卜量{ト度.分)小 酉 義 雄
角L鬼 利 憲 宇 襷 宮 榮 興 北 川 公 之
管 孝.り}1.1準窒雍水傑工描 李 樹 林
輯潟 高等 雛校{以 上昭和十=年 度分)
　　
惣 醪....二3蓋1、 ・'、、口
購 讀 會 員 倉 賢 領 收
ri昭和r一二tll・コ 亅一一}i董 昭 梱 ・;i:一一,亅・nr・..・卩 (h〔鱗 來蔚馴〕
東.柱 長 邉 宮 宰 拓=た
菓京 工 業 大學 錦躍人親掾式.會引=
吉 永 弦 北 脇 市 太 郎
米 皴x飴1Il邊 振 太 郎
加 納 安 久 梅 津 衡 一
本 村 旭 野 劇 鐵 り,
荷 潟 高 校:舶 原ゼヲ乎ンIrty
米 城 拳 治 川 逡 娠 太 郎
金 原 藏 義 丙 共喘榮 三 邸
Il累i聞良 堆iｰ!淑 教

































































日 本 化 學 會
(明治十一年四 月東京化學會rシ テ創立)




購 讃 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は
東 京市帥 田區 表祕保町 三 束
同 京橋琶槇町三丁目三 北
に 申 込 ま れt_し 。
、



























第 二 條 本曾は化學の進歩及ひ菩及を圖るを以で目的とす
第 四 絛 食員は化學 に密接なる開係を有する側人叉は團盟たるへし(以 下蟻)
知則第二探 會旦は下の資格の一を備ふへ し
化學若 くは化學に密接の閲蕗ある學科 を修め叉は有往なる研究論文を公にしたること
一 化學上顛著の成績を擧 け若 くは化學工携に在 りτ責任ある位置に立ちたること
一 化學 に密接なる關係を有する法人又はこれに相窩する麗皚たること
.第六膿 謙 謙 繋 以囀 臥 た噸 搬 齢 喋
第 十 五 條 常會は曾椦報皆及學術講潰等の爲ゆ四八爾月を除き毎月之を閉く(以下略),書'
、第 十 七 條 年倉は(中 幡)毎 年四月之を開く(以下略)
き第二十二糠 本倉は毎月一囘日本化學曾誌を發行す、日本化攣會詰は之を邦丈及欧衣の二種に分っ
細則第二十六條 曾誌には報文、綜説、抄簸、雜鑠、紀事等の隅を餒 く但 し欧女含誌は報丈を主 とす
1'繁二十三傑 曾誌は曾員に配布し且學術普及の目的を以τ之を我資す ゴ
第二十四峰 曾麌は一簡年金拾圓とす
篭第二十六條 會Rは 入餾 可の月ポb納 むへし
'細 則第三十三絛 會費は毎年四月及ひ十月の二期に於で半年分宛(四 月より九月まての分を酉月に
、十




虻 入會希望者 にして紹介 者な きときは學業履歴及び現職 を特 に詳
げ コ





























物 理 化 学 の進 歩Vol.12nNa.1(1938)
「 :御入會を勸む:黶 壁
艱 日本化學研究會編 主幹 理嬲 士 眞 島 利 行
第2集 第12卷 第1號 昭和1341・1膿行(月刊)
本 邦 最 新 の化 學 的 研 究 のx献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・生化學 ・農化c用 化學其他に關する
灘 日本化學總覽 鰹
會 費(1ケ 年分)(・ 回吩 納し得)
甲 種(索引麒 繝 布)金9圓74錢 「各化學創1及學生 金8圓10錢 〕
乙 種(索 引柵 布す)金8圓74錢 〔各鰹 創扱學生 金7圓20錢 〕
λ含御希望の方は曾費1ケ年分叉は半ケ年分を御逾b
下rtua手續一切完了致 します。
近 日本 化 學 總 覽 第一集第t卷
途 料o,45定1世{亅n.50四 六 倍 版6Rf頁
刊 本,伽 本嬲 興馴 、嫐 。國。{,の後援。よ川 馳,.大.e
1-1一一 5彳ド間の一般 化學的理顔侖の外,緇 螽,鴇 基と,工葦廣汎 に至る本邦 化學 者の
貫蟄な る研-L`｣Vl1Cl及特許等 の抄鋒 を渠載 し精細 なる索 引を附せ り。本書によ りle




物 理 化 学 の進 歩Vol.12nNo.1(1938)
匯 讖鍵蕪羅
懇諡騰 欝繋 鷹田謙 翻
纖維關係の外國重妻文獻を出來る丈け忠賓叮嚀に譯述解説して一般織維研
究 好 學 家 に 御 頒 ち しizい ご思 ひ ます
文 獻 はNfを 問 は 輩繊 維 の研 究 に對 し重 要 な る もの を 撰 定 して懸 史 的 なあ
の も又 嶄 新 な もの も之 を網 羅 して行 く考 へ で あbま す り
即 ちHerzog,Sp。n51erDoxe.,MeyerMack,1-lessTrogun;Katz,Andsess,
Freudenberg,S量audhgcrAstbury等の纖 維 科 學 に 關 す る基 碍 的 な 重要 論 文 は
勿 論05t一 派 の酷 酸 繊 維 素 に 關 す る研 究Heuset,Ra蜘w,Lieser等の ヴ ィス コ
ー ス に 關 す る研 究 其 の他 化 學 繊 維 に 關 す る各 方 面 の重 要文 獻 を 集録 す る豫 定
で あ ります 。(發 行 主 意 及 内容 見 本 賂 呈)
毎月一回二十日發行 菊版約60頁 定價 一册60錢{r$料2錢)
但'Lr年分 前 金G圓 也(逞料共)爾一年 前金拂 込 御 注文 の方
へ は綴 込表 紙 を途呈 す
寝行所 纖 維 文 獻 刊 行 會
大阪市西區京町堀邇一丁目 雛紡織雜誌瓧内










?物 理 化 学 の 進 歩Vol.12nNo.1(1938))
レ
禽
月 刊 自 然 科 學 雜 誌
科 學
編 輯




自然科離 の進展 目ざまし く,學 界の活躍釜 々盛 んな らん とす る時,苟
.も之に心 を寄す る人々は 自然科學全般 の不断の情勢 を知 るぺ き何等か
の機 躙 を必要 とす るで あ らう.
本 誌は英のNature,米のScience,佛のRevueG6nEralel,獨のNutur-
svissenschaften等使 命を同 じうする もので あつて發刊 以來7年の歳 月を
閲 し,茲 に全 く我國唯一の一般 白然科 學雜誌 と しての 内容 ・體裁 ・權
威 を具 ふ るに到 つた.學 徒諸 士は本誌1こよつて勧 めLclfi臼IC必要 なる
観野を得 られ るで あ らう.
3月 號 内 容 梗 概
卷 頭
國 民 性 と科 學
審 唇
北 浦 五大 蓮 池 の 尖頭 型 ミ.ヂン コ(上 野盆 三),酸 性 礬 風化 の法 則 性(内 田宗 義),遺
心操 作 中 の液 の蒸 發(飯 田 俊武),蠅 の 附蒼 数 に覦 て(1),(H)(濱 稻 雄),著 叉 の
齊 波 に つ い て(蕪 常 涛佐),地 殼 水7鎚に押 ナカ(妹 澤 克惟),瘍訪髏振 動 の力 學 的減 衰
力(妹 澤 克惟),綾 の展 聞 圖(石 田 保士),ffivmbias'tTardalutの性 分 化 に及 ぼす 成
體購 下 硬 髏 の影響 〔花 岡 謹 一郎),水 滴 の重 さに就 て(闘 根 ・,}s四au).
援 萃,
SIRwlLuA∬B鉢G賦 固體 の瓢 粒 殃 構造
論 逋
田 中 芳 雄=動 力 用 ガ ソ リン
本 川 弘 一;働1乍 電 流 とEnergie代謝
梠u正 雌:ミ トゲ ン放 射 線 の研 究 一 王葱の田に蔵ての窒壕長び着干の闇駁.1二拑する考察一
學 界 最罌
千 寄 利 三=非 放 射 粍 同位 元素 化 學 に闘ナ る最 近 の研 究
梅 澤 濱 夫=冤 疫 化 學 の逾 歩(1)
科 學雑 纂
内 山 孝 一 二江 戸時 代 の 生 機學(a)
衛 語 檢討
ロー マ字 勾 呼び 名 に就 て(越 山季 一),"斡 化 學"の 該 み方 につ い て(押 鐘 篤L
(石原純).
新 刊 讐一 窃 究 捗録 一科 學 時 犀 一 學會 及 個 人潰 忌
發行所 甥 離 蹙 岩 波 書 店
定 價50錢(逞 料0錢)電 話 九 段 〔33)塁ilO187(4)
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物 理 化 学 の進 歩.Vol.12nNo.1(1938)
P
辱
日本 學 術 振 興會 第 十 三 小 委 員會 編纂
我國に於ける觸媒作用の研究
第 一 輯
〔昭 和 二 年 一 昭 和 九 年 〕
本11}は上記八 ケ年f一_Lf.る觸媒闘係 の文獻(特許 を含 む)の抄録 を集 めたる 白
のであつて,觸 媒學のIL地よ り詳細 に分類 され てゐる。Yi卷未の索引には特
に注意が梯はれてゐるか ら工場 に研究室に苟 も觸媒 に關係せ られ る諸子に と
つては必携 のtr.と云はねばならない。 目下第二輯が執筆 されつ ～あるが,第





































































主 筆 工串憾士 喜 多 源 逕
・ ・刊 化 學 評 論
第4卷
匸108]オキ シ。ア ゾ化 合 杓 の構 逾
第1號








工 學=卜 新;;巻 男
[UO]合峻 摩 料 と して の ア セチvン
島 本 鯨
工學博=1=喜 多 源 迚
第4巻
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京 都 市 左 京 甌吉 田 本 町32番地
電 話 ・上③1957振替 ・大x(74984
特 殊 御 注 文 品 製 作
???
.翩


























誇モ・蜜.聾、?騨 臼7弘評軍 娵慨 瓢




















吾 國 に 於 け る 物 理 化 畢 研 究 の 海 外 紹'9-1一就 て!
目本物理化學研究會に於 ては その機關誌L物理化學の進歩コによつ
て,本 邦に於 ける物理化學研究 の概要をtく 世界 に紹介す ることを
その使命の一 つ として居bま す。之が爲,欧文驍 を刊行 し,Originals
と共 にAbstractsを#s;し,此のAbstractsによつ て本邦に於 ける
物理化學研究 を餘す所な く抄録 し度い と考へて居 ります.
その抄録方法は 日本化學總覽の物理化學の部 に掲載 されたる論女
の著者 よ り直接原稿 を戴いて居 りますが,1937以降發表の論文著
者にして,it本化學總覽の物IT化學の部以外 に掲載 されたる方及び
化學總覽に未發表 にして速 に海外發表を希望せ られ る方は此旨附紀
の上事務所宛原稿 をお迭 り下 さい・








著名なる大學,研 究肌 學者に頒 尭rす(1000部發行)。本謬の内容は商 ζ報及び抄
録の二に分れ,原報はL物理化攣の進歩「掲載論文 を集め,抄録は1937年以降の::
國に於 ける物理化學關係の報文全部に對し,その英文抄録 を網羅せるものな り。






留融 搬行者 堀 場 儒 吉
緊屡藪目大欟 肇獅男憲
印 贋 賓 醐 井 松 之 助
　 あヰひロのコほあヨぬぷ






日 本 物 理 化 學 研 究 會
wlibf
Ua/VR昌纛醤 振替 ・京郷6047番
岩 波 書 店
禦駅市帥田匹噂ツ樋ニノ三
丸善 採 式 會 杜 京 都 支 店
■櫺市中寡腎三値飫遅町
轟
疊
冨
薹 ∵1
◇ 本蹉に醐する筑評,注意,饗 求等は京郡密田大學鈎理化學研究室内,窪川眞男宛に顧ひ雲す.
,♪.'.一.
u;
